
     

 
 

※事前申込不要・入場無料 

日  時    ２０１５ 年 ５月 １３ 日（水） 13：15～14：40 

場  所   京都産業大学 １４号館 1 階 １４１０２教室 

講  師   伊藤浩之 教授 （京都産業大学 コンピュータ理工学部） 

演  題    伊藤浩之がイスラエルでBMIと出会った～ 

要  旨   昨年度秋学期の自由研究員期間中にイスラエル・エルサレムにあるヘブライ大学に 1 ヶ月程度滞在

した。日本人には余りなじみの無い中東世界、ユダヤ人社会で生活したことは多くの刺激を受けると

同時に、ユダヤ・パレスチナ問題の深刻さなどを実感した。エルサレムにはユダヤ教、キリスト教、

イスラム教の聖地がほぼ同じ場所に存在し、紀元前から大変に複雑な歴史が繰り広げられている。コ

ロキウムの前半では、写真や資料などを用いて、私が体験したイスラエルの文化や生活習慣の簡単な

紹介を行う。今回、私が 25 年以上前に脳研究を始めたきっかけとなった論文を発表した Vaadia と

いう研究者の研究室に滞在したが、現在は脳内の神経活動に応じて直接に報酬を与えるニューロンオ

ペラント条件付けや Brain-Machine-Interface（BMI）の実験研究を行っている。この新たな実験

の流れは、脳内の膨大な数の神経細胞のネットワークにおいて、外部からのフィードバックに対して

どのように自己組織化を行い、脳内外の事象間の因果律の認識や適応的変化が可能となるのかという

根本的問題の最も有効な研究方法を提供すると考える。また、近年の BMI 研究は機械学習、ロボテ

ィクスなどとも融合し、医学・生理学と数理情報工学・メカトロニクスなどを巻き込んだ新たな研究

の流れを生み出しつつある。コロキウムの後半では、この新たな研究分野の最近の動向を紹介し、最

後に本学部の研究者構成が BMI 研究に適している点を指摘し、将来の発展の可能性を説明する。尚、

時間の制約からイスラエル滞在記に関しては十分な紹介が出来ないため、別途５月１５日(金)のラン

チタイムトークでも紹介を行う予定である。 

交  通    地下鉄「国際会館」下車、京都バス（40 系統）で京都産業大学前下車 

        地下鉄「北大路」下車、市バス（北３号系統）で京都産大前下車 

        ※キャンパス内には、駐車場がありません。公共交通機関をご利用ください。 

お問合せ   京都産業大学 コンピュータ理工学部事務室 

         〒603-8555 京都市北区上賀茂本山  Tel. 075-705-1989 

キ ャ ン パ ス 内  

アクセスマップ 


